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なぜ、いま、「食料安全保障」を問うのか。
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【主な理由】

①食料自給率・食料自給力の低迷
一農地・人など生産基盤の弱体化

「国内生産を維持・増大させられるか」
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響匝面軍霞扇際肩雨裏面図麗扉扇司←．″久
′ わ詠国では、同基本法に食料の安定供給の確保（食料安全保障）の記述がある。

食 料．農 業．農 村 基 本 法

　

－平成１１年７月１６日制定【

第一章

　

総則（抜粋）

（食料の安定供給の確保）

第二条

　

食料は、人間の生命の維持に欠くことができないものであり、かつ、健康で充実した生活の基礎とし
て重要なものであることにかんがみ、将来にわたって、良質な食料が合理的な価格で安定的に供給されなけ
ればならない。

２

　

国民に対する食料の安定的な供給については、世界の食料の需給及び貿易が不安定な要素を有している
ことにかんがみ、国内の農業生産の増大を図ることを基本とし、これと輸入及び備蓄とを適切に組み合わせ
て行われなければならない。

３

　

食料の供給は、農業の生産性の向上を促進しつつ、農業と食品産業の健全な発展を総合的に図ることを
通じ、高度化し、かつ、多様化する国民の需要に即して行われなければならない。

４

　

国民が最低限度必要とする食料は、凶作、輸入の途絶等の不測の要因により国内における需給が相当の
期間著しくひっ迫し、又はひっ迫するおそれがある場合においても、国民生活の安定及び国民経済の円滑な
運営に著しい支障を生じないよう、供給の確保が図られなければならない。

曾１匝扉霊園面露霊園露三屋国璽図豪雨１
生 協・労 働 組 合 等 と連 携 して 約６カ月 で 署 名・回 収。
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日本のカロリーベース食料自給率は、３８％。２年連続で過去２番目の低水準。
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日本の食料自給率は、先進国の中で最低水準。
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出典；農林水産省「食料需給表」、ＦＡ０ ｏｏｄ ＢａｌａｎｃｅＳｈｅｅｔｓ”等を基に農林水産省が試算。（アルコール類等は含まない）
注１：数値は暦年（日本のみ年度）。スイス及びイギリス（生産額ベース）については、各政府の公表値を掲載。
注２：畜産物及び加工品については、輸入飼料及び輸入原料を考慮して計算。
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　 　 　 　●農家数（都府県）は２００５年１９３万戸から２０２５年９３万戸に減少（特にｌｈａ未満農家の減少が
著しい）

●今後も供給農地（離農に伴い供給される農地）は増加する予測

●農地の保全と担い手の育成・確保が課題
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一一供給農地
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出典；農研機構「２０２５年の地域農業の姿が把握できる地域農業情報」より全中が作成。

　　

なお、 これには農業就業人口や離農にともなう供給農地、担い手経営の数、農地の耕作者として

　　

担い手経営に期待される経営面積など２０２５年までの予測結果 （県別、 市町村別） が掲載。
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●農業就業人口は、直近で年約ｌｏ万人強の減少。

　　

●基幹的農業従事者も、年約８万人減と減少速度が加速化。

　　

●若手農業者・新規就農者の育成と定着が急務（農業就業人口の約６６％が６５歳以上）。
単位；万人、 歳

平成翌年 平成２７年 平成田年 平成鱒年 好一暫年 ～針ト樹 年
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農業の〒走事日数の方が多い者
注２：「基幹的農業〒態事者」とは、農業就業人口のうち、 ふだん仕事として主に自営農業に従事している者

（資料）農水省「農林業センサス」（平成２２年、 野年）、 農ｉｋ省「農業構造動態１唖葦」（平成都年、２９年）により． 全中作成

【新規就農者の数】
平成２９年度

　　

５５，６７０人（前年度比▲４，４８０人）

うち４９歳以下

　

２０，７６０人（前年度比▲１，２９０人）

２７年度に６万人台に回復していたが、再び、６万人を
割り込む（離農者の数に全くおいついていない）
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【農業就業人口の推移と見通し】
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響 農業産出額と生産農業所得等の推移
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直近の農業産出額の上昇は、農産物の品薄による単価高が要因。
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響医霊園霊園面罵扇罰顧司１
　　

１ゑ久
約２０年前、世界では食糧不足が議論となり、９６年世界食糧サミットにて宣言。

世界食糧安全保障に関するローマ宣言（骨子）－ 世 界食糧 サミ ッ ト １９９６

　

－

１．世界食糧サミットに集まった各国首脳及び代表は、全ての人は、十分な食糧に対する権利及び飢餓から解放される基本的権利ととも
に、安全で栄養のある食糧を入手する権利を有することを再確認する。全ての人にとっての食糧安全保障（ｆｏｏｄｓｅｃ旧ｉｔｙｆｏｒａｎ）の達

成、全ての国において飢餓を撲滅するための継続的努力、まず２０１５年までに栄養不足人口を半減することを目指すとの政治的意思を
宣誓する。

２．世界には８億人以上の飢餓 栄養不足人口が存在している。飢餓と食糧安全保障は地球的規模の問題であり、世界人口の増加等に鑑
み、緊急に一致した行動をとることが必要である。

３．平和で安定した政治的・社会的・経済的環境、民主主義、人権と基本的自由の保護、男女の平等は、食糧安全保障の達成のために必
須である。貧困は食糧安全保障を妨げる一つの主要原因であり、また、紛争、テロリズム、腐敗及び環境劣化も食糧安全保障を大きく脅
かしている。

４．現在及び未来の世代の食糧安全保障の達成のため、各国政府は平和、社会的・政治的・経済的な安定と男女平等を確保する政策を
実施しなければならない。また、全ての人にとっての食糧安全保障の達成に向け、各国政府及び国連諸機関等との協力が必要である。

５．食糧は政治的

　

経済的圧力の手段として利用されてはならない。

６．食糧安全保障の達成に向けて、次のことが必要である。
（１）人材の開発、研究及びインフラに対する投資を導くような政策を採用する。
（２）雇用と所得の創出、生産資源及び財源への公平なアクセスを促進する。
（３）生産者と消費者が利用虻能な資源を経済的に健全でかつ持続可能な形で利用することを奨励するような貿易政策を追求する。
（４）持続可能な豊藤水産業及び農拭開発が食糧安全保障にとって重要であることを認識する。
（５）病虫害、干越及び天然資源の劣化と戦う緊急行動の必要性を自覚する。

７．持続的な食糧安全保障政策の実施のために債務の救済を含むあらゆる資金の動員を図る。
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８．次の７つのコミットメントを約束する。

コミットメント１

貧困の根絶と永続的平和のための最も良い条件を創るような、男女平等に基づいた政治的・社会的・経済的環境を確保する。

コミットメント２
貧困及び不平等の根絶と食糧へのアクセスの改善を目指す政策を実施する。

コミットメント３

農業の多面的機能を考慮しつつ、持続可能な農林水産業逸び農村開発政策を追求する。

コミットメント４

農業貿易政策及び全般的な貿易政策が、公正で市場指向の世界貿易システムを通じて、全ての人のための食糧安全保障の向上に資
するよう確保することに努める。

コミットメント５
自然災害と人災の防止と対応準備及び緊急的食糧需要への対応に努める。

コミットメント６

コミットメント７
国際協力を行いつつ、全てのレベルで行動計画を実行し、フォローアップする。

９．行動計画の実施を支持する。
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一世界規模の災害・人口増、食料供給不安定化の恐れ

②災害の多発と世界的な人口増

【主な理由】
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異常気象は全世界で発生、食料を海外に依存するわが国消費者にも影響の恐れ。

【世界の異常気象（２０１７年）】
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多発する災害、一時的な食料危機は度々起こっている

近年、地震、台風、大雨、雪害など災害が多発。
過去ＩＤ年間に国内で発生した震度１以上の地震回数
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曾 参考：近年のＪＡグループ災害支援・共助の取り組み
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災害名称等

　　　　

温 魯

　　

全国穫暴寄金等

　

．臥，

① 平 成２３年３月

　　　　　　　　　

１，５Ｉ４，７３８，２０２

　　

１０，２２９，９２０，９４３

　　　　　

１５，６７３

　

東日本大震災

② 平 成２６年２月

　　　　　　　　　　　

４Ｉ，５００，７９４

　　　　　

４，９００，０００

　　　　　　　

３６４

　

関東甲信雪害

③ 平 成２８年４月

　　　　　　　　　　

３Ｉ７，８４４，６９１

　　　　　

１，０００，０００

　　　　　　

２，６２４

　

熊本地震

④ 平 成２８年８月

　　　　　　　　　　　

７２，６４８，７３９

　　　　　

１，８００，０００

　

北海道・東北豪雨

⑤ 平 成３０年７月

　　　　　　　　　　

２ｏｏ，８５３，６３３

　　　　　

３，０００，０００

　　　　　　

１，１７０

　

西日本豪雨

⑥ 平 成３０年９月

　　　　　　　　　　

１１０，ｏｏｏ，０００

　　　　　

１，０００，０００

　

北海道胆振東部地震

２０



一方、災害対策の観点から、農業の多面的機能の言平価は高い。

農業の多面的機能の価値を、あらた
めて調査分析・評価・確認する必要
があるのではないか。

機能の種類 評

　

価 額 評

　

価

　

方

　

法

洪水防止機能 ３兆４，９８８億１リ／年 水田及び畑の大雨時における貯水能力を、 治水
ダムの減価償却費及び年間維持費により評価
（代替法）

河川？市況安定
機能

１兆４，６３３億円ノ年 水府のかんがい用水を河川に安定的に還元する
能力を、 利水ダムの減価償却費及び年間維持費

にヒリ評価 （代替法）

地下水油表機

能
３７億円′年 水田の地－１て水曲表量を、 水価割安額 「地１引くと

１１水道との利用料の差額）に１くり評価｛直接法）

上塊侵食Ｇ流
出）防止機能

３，ゴー概観 半年 農地の耕作により抑止されている推定上壌侵食
量を、 砂防．ダムの建設費に．［り評価

　

｛代替デお

上砂崩壊防止
機能

４，７８２億円・年 水田の耕作に、［ｈｉｌｌｌ止されている上砂崩壊の推

定発生件数を、平均に皮山：額により評価｛直接？お

有機性廃棄物
分解機能

１２３億１」ｉ、／年 都市ゴミ、 くみ取りし尿、 浄化槽汚泥、 １水汚
泥の農地還元分を最終処分場を建設Ｌて最終処

分Ｌた場合の費用に上り評価 （代替法）

気候緩和機能 ８７億一Ｊノ年 水田によって１．３℃の気温が低 ドすると仮定し、
夏季に一般的に冷房を使用‐する地域で、 近隣に

水田がある世帯の冷房ョＳ１‐企め節減額に１こり評価

（直接法）

保健休．義・や

すらぎ機能

２兆３，孫湖意トＩＥ年 家計調査のなかから、－１ー部に居住する世帯の国

内旅行関連の火山項目から、 農村地域への旅行
に対する文出観を推定 （家計支出）

出典：日本学術会議「地球環境・人間生活にかかわる農業及び森林の
多面的な機能の評価について（答申）」（平成１３年１１月）抜粋
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曾 来たるＴＰＰＩＩ．日Ｅ ＥＰＡの発効等、さらなる国際化 〆．み久
近年の国際貿易交渉における主な農産物市場アクセス合意内容（抜粋）

　　

日 豪ヒＰＡ … あ〃瀦

　　　

１Ｔｐｐ，ー ド８角″ 瀦

　　

１日ＥＵ－ＥｐＡ １“ 彫

コメ；関税撤廃等の対象から除外

　　　　

●

　

○コメ：現行の国家貿易制度を維持するととも

　　

○コメ：関税撤廃等の対象から除外

小麦（食糧用）＝将来の見直し

　　　　　

・

　

に、枠外税率（３４１円／ｋｇ）を維持。

　　　　　　

○麦．乳製品の国家貿易制度

（飼料用）：食糧用への横流れ防止措置を
：

　

その上で、既存のＷＴＯ枠外に豪州に対して

　　　

○砂糖の 糖価調整制度
講じた上で民間貿易に移行し無税化

　　

・

　

ＳＢＳ方式の国別枠を設定。

　　　　　　　　　　

ｏ豚肉の差額関税制度は維持。
牛 肉＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　

：

　

※豪州 枠：０．６方 実トン（当初３年維持）

　　　　　　　　

※関税割当てやセーフガードを確保。
（冷凍｝段階的に，８年目に，９．５％まで削

　　　　

→０．８４万実トン（１３年目以降）

　　　　　　　　

○ソフト系チーズ枠数量（２００００トンく初
減 （現行税率３８．５％）

　　　　　　　　　　

●

　　　　

ｓＢｓ方 式の特別 輸 入 枠を設定。

　　　　　　

年 度〉→３１０００トン〈１６年 目〉において

（冷 蔵）＝段 階 的に１５年目に２３．５％まで削

　　　　　

小麦

　

，ｏ万３ｏｏ畔ン

　

大麦

　

６万５ｏｏｏトン

　　　　

は、段 階階的に１６年 目に撤廃

減（現行税率３８．５％）

　　　　　　　　　　

・
ｏ牛肉＝段階的にー６年目に９％まで削減

　　　　　

○ハード系チーズ：段階的に１６年目撤廃
※輸入が一定量を超えた場合に関税率を引き上

　　　

（現行税率３８．５％）

　　　　　　　　　　　　　

○ 牛肉＝段 階的に１６年 目９％まで削 減
げるセーフガードを導入

　　　　　　　　　　　

。 豚肉＝差 額 関 税制 度を維 持するとともに、分 岐

　

（現行税率３８．５％）
乳 製 品（脱 脂 粉 乳・バター）：将 来 の 見 直し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※輸入急増 に対するセーフガ」ドは確保

プロセス チ ー ズ 原 料 用 ナ チュラル チ ー ズ＝

　　　

点 価 格（５２４円／ｋｇ）を 維 持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

など

関税割当（枠数量を２０年間かけて４，ｏｏｏト

　

○乳製品＝生乳換算で６万トンの脱脂粉乳．バ

ンから２ｏ，ｏｏｏトンに拡大／枠内は無税・国

　

， ０りんご：段階的に削減し、１１年目に撤廃産 品の使用を条 件）

　　　　　　　

など

　　　　　　　　　　　　　　　　　

○ ぶ どう：即 時 撤 廃

　　　　　　　　　　

な ど

０

０

　　　　

０

　　

１

　　

１

　

．
ｏ

　

ｏ

ｏ

今後、国境措置は確実に引き下がっていくことが想定される。
わが国の食と農は、かつてないスピードで国際化・グローバル化。
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ｒ

我が国の農産物の輸入金額の推移 （２０００年＝１００）

醐

　

博髄

　

酬

　

醗

　

醐

　

醐

　

醐

　

甑

　

ｍｍ

　

加

　

知ｍ

　

知 普） 資料；雀離農客種擬装をもとに

農産物輸入額上位１０カ国の農産物輸入額・輸出額・純輸入額 （２０１５年）

（億ドル）

１′４３８ 農産物輸入額

　　　　　

１′１９８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農産物純輸入額

◆

　　　　

８４１

　

鋤

　

籾

　　

… 珪

　　

，

　

お

　　　　　　　

３９４

　　　　　

４３７ ３８８

５９９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

資料：じＳＤＡ「Ｇ１ｏｂａＩＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒａＩＴｒａｄｅＳｙｓｔｅｍ」

　　

をもとに農林水産省で作成。
注：１）農産物純輸入額＝

　　

農産物輸入額（Ｃｍベース）－

　　

農産物輸出額（ＦＯＢベース）

中国

　　　

米国

　　　

ドイツ

　　

イギリス

　　

オランダ

　　　

日本

　　　

フランス

　　

イタリア

　　　

カナダ

　　

ベルギー

　　

２）中国には、台湾、香港、マ力オを含む。３１
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ゼ評

食料安全保障確立のための方向性とは

①国民・消費者を巻き込んだ議論

②次期「食料・農業・農村基本計画」への

　

食料安全保障確立に資する政策等の反映

③持続可能な食と地域づくりに向けた

　

ＪＡグループの取り組み
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参考１：スイスの国民会議と憲法改正等ー口

民会議と憲法改正の仕組み】

１憲法．法律等改正の議 ；

　　

【スイス連邦議会】
；論は、まずステークホルｉ

　　

旧
－－Ｉ、鞭

緊 ＝１ダー会議‘こて行われるｏｉ

　

，，
．

推 断
　　　　　　　　　　
ｉれる。

　　　　　　　　　　　　

ト」，

　　

，、，
一ｈ，

瓦員，，『」；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．・

　

－’‘

　　　　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　　
　
　 　 　　　　　　

　

　

　　　　

決定・改正

一．…，１

ｒ

　

ｇ

　

マ

　

ー Ｌ
；
考一 Ｌ

　　　　　　　　　　　　　

ｉ憲 法 農業法に掲げる政 “

′＼← ＊ キ ｇ－

　

－ ７ 防 〆以上の署名 で

　　

１策の軸に照らして、現行／

　　　　　　　　　　

望， 様 々 な 須濯彰ｆできる。

　　　　

１の政策の内容・効果を検Ｉ

　　

Ａ－ョ

　　　　　

ｒ Ｌ

　

二」 」 警

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１証。必要に応じて 事

　　

１
写真；Ｕｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ．ｃｏｍ

　　　

ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー 業．交 付金 の 見 直し。

国民主導の発議の場がある。

　

ー

　　　　　　　　　　　

ー
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ー

　　　　　　

ー

Ｌ
．

スイス連邦憲法

　

」

リンク

　　　　　

政策の根拠

【スイスの直接支払制度】
①移行支払い（社会的に耐
えうる変化の保証）
②農業景観支払
③供給保障支払
④生物多様性支払
⑤景観の質への支払
⑥生産方式支払
⑦環境サ」ビス要件、およ
び資源効率支払 など

社会的に耐

ス イス 農 業 法

　　

［

　　　　　　　　　

④生物多様性支払

　

，

　

Ｊ 〃 躍進臨⑥生産方式支払
⑦環境サ」ビス要件、およ
び資源効率支払 など

憲法・農業法と政策方向が
一致し安定（予算４年固定）。

　　

．，・扇０１コ′に”，′－”Ｆ帽’嗣滑 而ｒ高ヒココロ℃｝細‘●●．・ｒ＝＝Ｍ固’面′層．ｏｍｔ富．＝雨・′ｒ′・“

　

′”－ココ・コ｝コ０・扇０濫りこコ‘扇艶”エ

　

ヘ“～●へ．楯．一－－ｒ‐・「ｒ尺“罰’：コニロ’伺ｒ而で・コもコ ” ‘曹ＪＨ：－●′

　

－●ヒー

　

”ー

１ ０ ス イ ス 連 邦 憲 法（ 第 １０４ 条 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，
１

　　

①農業政策の主な目的（多面的機能の発揮）と望ましい農業の有り方（持続可能かつ市場指向）、

　　　　　　　　　

髪

　

②農民の経営支援、③主な政策手段と課題、④財源、等々について記載。より詳細には、「供給の保障」、「農業景観

　

１

　

の維持」、「自然資源の保全」、「国土の分散的居住」「農業生産における動物福祉の奨励」等という文言を明記。

　　　

≦

　

→

　

農業分野の最終改正は２０１７年９月、新たに第１０４条ａ（食料安全保障）が追加。
Ｅ

　　

①農業生産基盤（農地の保全）、②農業と農産食品部門の持続的な発展に資する国際貿易、③自然資源の保全に資

　

≦
≦

　

す る 食 料 利 用（フ ー ドロ ス 削 減）等 に つ い て 記 載。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

≦

　

○スイス農業法（第１条）

１一恵器齢ＩＱ三条絹鞭塾同種純－内庭鱈事壷，松下お基ろイーメのＭ各直接塞捗制
度
・堤農業繍嬰参加娘塾左な之塾ふもＪ４
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【新法制定までの経緯】

　

メ＃￥ （：ｍＦｉ
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マクロン仏大統領
写真：ＲＥＵＴＥＲＳ／ＰｉｒｏｓｃｈｋａｖａｎｄｅＷｏｕｗ

　

　　　　　
　　　

　　　

　　 　

　　　　

　 ○議論・作業にほぼ丸一年（７－１２月を中心に）が費やされた。様々な
部会が１４立ち、食料と農業について多岐にわたる議論が行われた。

国民会議（食料と農業に関する公聴会）
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Ｌ
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１
＼ー

○柱は大きく２つ、「農民の所得を上げること」「食料と農業に対する社
会の期待に応えること」、同会議を中心に議論が進められた。

○最大の眼目は、農業者が適正な価格・所得を得る仕組みを作るこ
と。その点は、「売り手と買い手で契約書をとり結び、同契約書の中に
必ず生産にかかった着用を明記することを義務とする」旨が法律に
記載され、前進（その他、「無料」セ」ルの禁止など）。

○また、「学校給食など集団食堂において、地場産・有機産等の野菜
を５０％以上使用」、「レストラン等へのドギーバック携行を義務づけ」、
「動物愛護の強化」等、フランスの国民・消費者の食料・農業への期
待を受けた内容も盛り込まれた。

○わが国の法律と異なり、フランスでは目指す日標数値等をふくめ法
律に記載がされている。

（前提：フランスでは小売の寡占化が進み、食品・農産物の買いたたきが横行。農家の所てゞ －…－・「一

　　　　

力Ｅ．

　　　　　　　　　　　　

ソじ

　　　　　　　　　

楚圭

　　

、

　　

口ロ．斥ミヨヒ

　　　　

ノ、

　　

」 Ｌ

　　　

得は非常に低く、最新の政府調査によれば、最も自殺の多い業種は農業。）

　　

－「私は、食品・農産物の価格形成の仕組みを逆転させる」

　　　

「農産物価格の決定において、農家を主役にする」
「国民・消費者のフランス農業への期待を受けた農業と農業政策を目指す」

と、選挙期間中より訴え、大統領となった。

農業団体、環境団体、市民罵；肖費者
団体、ＮＧＯ等あらゆる団体で構成。
新法の内容を議論。



参考３：国連「家族農業のｌｏ年決議」等　

　　　　　　　　

　

　　　

／ 〆 －
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一 ～ 協 －
－Ｌ

　

．

　

－－

　

－

　　　

．】′】’、

　　

世界の８割が家族農業経営、国連も宣言。
【参考】 農業経営体に占める家族経営体の割合

日本 ＥＵ （ＦａｍｉｌｙＦａｒｍｓ） 米国 （ＦａｍｉｌｙＦａｒｍｓ）

９７．６％（２０１５年）

（１３４４／１，３７７千戸）

　

９６，２％（２０１３年）

（１０４２６／１０β４１千戸）

９８．７％（２０１５年）

（出典）日本：農林水産省「２０１５年農林業センサス」

　　　

ＥＬ：Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅｓｔａｔｌｓｔｉｃ Ｆａｍｉ工ｙＦａｒｍｍｇｉｎｔｈｅＥＵ（ＥＵＲＯＳＴ！￥ ２０１６年１０月タ表）

　　

米 国：ＴｈｒｅｅＤｅｃａｄｅｓｏｆＣｏｎｓｏｌｉｄａｔｉｏｎｉｎＵ．Ｓ，Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（ＵＳＤＡ、２０１８年３月 公表）

　　　　　　　　　　

【国 連】「家族 農業の１０年 決 議」（抜粋）

＝

　

食料安全保障や栄養を向上させ、／Ｊ・規模土地所有者や女性農業者だけでなく、農業協同組合や農業者ネット

　　

！
ｉ

　

ワークに焦点を当てるための努力を強化する必要性や、グローバルパ」トナ シップを再活性化するよう各国を奨

　

１＝
一

　

励する必要性を想起。

　

家族農業の促進における南南・三角協力の重要性を認識するとともに、知識、経験、優良事例、革新的な政策やノご
一

　

ウハウ及びリソースの交換を通じた食料不足問題に係る問題に取り組み、

１．現在する組織と利用可能な資源の範囲内で、２０１９～２０２８年を国連家族農業の１０年として宣言することを決定。

２．家族農業に関する政策を展開し、改善し、実施するとともに、経験やベストプラクティスを共有することを全ての国

　

！

　

に奨励。

３．国連食糧農業機関（ＦＡＯ）及び国際農業開発基金（ＩＦＡＤ）に対し、その与えられた役割と利用可能な資源の範．胃

　

囲内かつ任意拠出により、適切に他の国連機関と協力し、家族農業の１０年に関する実施可能な活動及びプログ

　

．ー

　

ラムを特定し、展開することを要請。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

［ に，‐ 〔工 ，；ゴ ー－， ，ごコ に一，慧 こコ，－一 ［「 〒「 「［コ ニ 」－，一．じ－－，＝，措ふ ヒー，
，…
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